























カーの ３ 部作のうちの １ 作『ならず者シスケ』

















































































































































4 4 4 4
んど例外なく受動の立場
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，受苦の立場に立たさ
4 4 4 4 4 4 4 4 4
れるようになった






















































































































































































































4 4 4 4
ことを求められて
いる。そして思いめぐらしもする





























































































































































































































































































注 １ ）van Manen, Max, Pedagogical Tact: 
Knowing What to Do When You Don’t Know 
What to Do, Routlege, 2016, p. 28.（以下，
PT と略記する）





注 ３ ）PT, p. 29.














注 ７ ）Cf. van Manen, M., The Tact of Teaching: 
the meaning of pedagogical thoughtfulness. 
New York: SUNY, 1991, pp. 28－29.（以下，
T.o.T. と略記する）
注 ８ ）PT, p. 19.




2011年，226ページ（van Manen, Max, 
Researching Lived Experience, SUNY, 1991, 
p. 145. 以下，RLE と略す。）
注11）van Manen, Max and Shuying Li, The 
pathic principle of pedagogical language; in 



















典は PT. pp. 64－68.）
注20）鷲田清一『「待つ」ということ』株式会社
KADOKAWA，2006年，53－54ページ。
注21）van Manen, Max, Pedagogical Sensitivity 
and Tact （unpublished draft）.
注22）PT, p. 27.
注23）Van Manen, Max, The Tact of Teaching: 
The Meaning of Pedagogical Thoughtfulness, 
SUNY, 1991, p. 40.
注24）ランダムハウス英和大辞典第 ２ 版（1994）
および広辞苑第 ６ 版
注25）Otto Friedrich Bollnow, Existenzphilosophie 















注32）Herman Nohl: Die Padagogische Bewegung 
in Deutschland und ihre Theorie, 1982, S. 
129.（日本語訳にあたっては，宮野安治『教
育関係論の研究』渓水社，1996年，74－76
ページを参考にさせていただいた）。
注33）Nohl: S. 138.（宮野，1996年，77ページ）。
注34）金子郁容『ボランティア─もうひとつの情
報社会』岩波書店，1992年，111ページ。
注35）同上書， ６ ページ。
注36）金子，105ページ。
注37）金子， ４ ページ。
注38）金子，68ページ。
注39）金子，106ぺージ。
注40）中村『アイステーシス』，13－14ページ。
注41）田中毎実『臨床的人間形成論へ：ライフサ
─ 68 ─
教育の営みにおけるパトス的な質
イクルと相互形成』勁草書房，2003年，263
－283ページ。
注42）鷲田，同上書，33ページ。
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